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彙

報

美
學
會
第
一
…
同
垂
園
大
盗
記
事

　
銀
山
脅
の
金
色
に
映
え
、
莇
花
の
萄
ひ
澱
ふ
風
構
を
懇
り
て
、
嘩
々
、
地

を
東
に
西
に
交
互
に
渡
り
、
そ
こ
に
余
國
斯
學
研
究
者
の
面
々
、
會
員
諸

幾
、
各
々
霧
車
を
連
れ
て
、
…
堂
に
脅
さ
ん
と
す
燈
美
一
三
発
國
大
踊

は
、
昨
年
皮
の
宴
都
に
つ
攣
き
、
塞
年
は
東
宴
に
お
い
て
、
窯
の
欝
程
に

よ
り
、
東
都
魯
、
赫
に
東
京
大
窪
目
墨
三
一
室
の
糠
力
に
ょ
う
て
第
瀧
鰐

の
盤
鑓
を
窮
意
義
裡
に
終
飴
し
た
。

第
一
鷺
一
十
一
趨
九
携
（
命
）

総
禽
及
び
懇
親
翻
（
華
二
九
離
孚
）
　
於
東
京
麟
徳
穴
學
蹴
二
日
念
館

　
灘
野
の
燃
皿
の
い
か
に
も
快
い
朝
明
げ
が
不
怨
湘
…
ρ
水
の
爾
に
く
っ
き
り

と
秋
鰯
を
て
ら
し
巣
。
少
し
く
寒
々
と
し
た
芋
窪
の
露
の
窓
熟
に
犠
ぐ

落
葉
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
一
入
眼
に
泌
み
た
。
や
が
て
摩
適
し
た
齊
難
の
禽

欝
、
寧
座
無
に
艦
諭
ぶ
聞
に
．
寒
穴
湿
球
授
竹
内
敏
懸
想
が
起
っ
て
総
禽

挨
揮
。
廃
城
流
事
命
の
灘
か
し
い
是
跡
と
、
機
書
誌
「
美
堀
」
の
現
歌
に

つ．

｢
て
論
櫛
べ
・
稲
九
下
る
ゆ
　
糠
旧
蹴
Ψ
よ
り
漁
㍑
漏
㎡
浄
・
の
擁
ゆ
の
蹴
Ψ
燃
切
繍
脚
魯
門
。
　
ク
Ψ
い
て

懇
親
會
に
う
つ
η
、
薬
を
黒
し
な
が
ら
、
上
簿
昭
昭
戴
鴨
を
始
め
研
究
漕

の
険
畿
鐙
諮
驚
よ
り
瞭
照
臨
汽
げ
ー
チ
の
テ
ー
プ
が
建
た
れ
る
。
”
《
の
テ
ー
プ

の
様
々
な
色
や
形
や
晋
の
波
打
つ
こ
》
愈
場
の
一
事
に
、
丈
寧
懸
り
鰹
國

蘭
な
癸
綿
秘
寵
贋
の
蹴
谷
が
現
承
欝
轟
る
。
韻
織
工
が
甑
か
ら
搬
へ
鍛
覇

レの

?
恥
辱
を
　
謹
選
罵
織
し
驚
蹴
Ψ
に
よ
穆
、
銀
亜
脚
、
燕
脚
海
激
　
の
多
撒
の
愈
緑
鱈
と

魏

薪
し
く
亦
ハ
り
得
翫
こ
と
綜
、
や
は
弓
翫
彩
を
胃
腰
華
か
に
す
る
も
の
で
あ

っ
癒
。
然
し
、
窟
都
の
穂
綴
羅
蕪
、
家
名
ゆ
附
部
次
郷
癒
顧
鋤
の
御
不
摩

は
誠
に
幾
念
で
あ
っ
た
。

　
午
後
に
入
ツ
て
．
岡
誕
念
館
甥
館
に
お
い
て
ヤ
本
大
禽
の
爲
に
寡
窟
藝

衝
大
學
解
識
譲
衛
品
の
聴
甥
展
鞭
が
行
は
れ
た
。

研
魏
護
呈
露
第
顧
部
（
午
後
一
時
碓
）
　
於
二
二
魏
衛
大
二
言
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斑
愈
i
三
崎
宗
重
嬢
員
）

　
寒
大
数
授
一
気
順
当
、
先
づ
…
開
會
挨
拶
並
蹴
に
講
濾
を
さ
れ
、
從
確
の

一
挙
醗
究
ヒ
の
趨
勢
に
鑑
み
美
や
籔
衝
の
歴
斑
牲
の
闇
題
へ
の
蓮
艦
が
必
要

で
あ
る
旨
、
そ
の
卓
見
を
披
藩
霊
姦
て
、
命
後
の
研
寵
が
叢
む
。
へ
鷲
方
向

に
多
大
の
示
唆
を
興
へ
ら
れ
た
。

　
0
門
蟹
丁
鶯
燃
硬
」
簾
…
理
に
つ
い
て
　
　
　

皐
穏
騰
穴
雄
　
青
棚
門
　
難
廓
城
逸

匂陰

Q
〔
…
。
き
塁
蝦
理
を
、
濃
イ
ム
ラ
…
及
び
ッ
ァ
ィ
ジ
ソ
グ
の
燃
想

膿
系
に
婦
っ
て
、
漿
な
る
形
武
美
の
完
発
．
盤
の
意
糠
に
留
ら
ず
、
隷
微
に

お
け
る
内
笠
燃
犠
に
嚢
す
る
美
愚
約
有
感
の
…
環
と
し
て
詳
細
に
論
鎚
せ

ら
れ
た
。

　
O
作
藤
織
鑑
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
獲
蹴
火
移
　
雁
州
　
公
一
氏

　
聾
懸
に
内
雛
一
形
式
の
雑
…
合
酌
癌
営
々
係
に
諏
い
て
そ
の
講
…
造
が
考
祭
さ

れ
移
譲
街
作
品
を
、
盛
衣
の
粥
よ
り
多
角
酌
な
位
贋
構
萢
の
分
．
祈
を
し
、

更
に
山
骨
一
難
の
一
統
方
そ
の
も
の
と
の
勲
…
へ
…
N
に
お
い
て
郵
二
戸
研
澱
丁
的
考
撫
翔
ヰ
一
よ
リ

鍬
践
さ
せ
、
作
熱
構
造
を
人
鱒
の
瓶
の
撫
驚
燥
と
の
窮
機
酌
關
聯
の
寧
に

抱
簾
せ
ん
と
す
る
眞
墜
な
研
鑓
の
懸
程
を
按
澱
隠
れ
熊
。

　
○
…
瓢
ナ
工
稲
の
蘇
灘
に
つ
い
て
　
（
レ
”
蓄
ド
覆
践
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
獺
藥
藁
火
鍛
　
片
閥
　
義
滋
矯

流
流
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欝
雄
鶴
究
　
錦
顯
欝
菰
號

　
沸
家
、
灘
明
志
燕
脂
の
大
規
魏
な
脇
礎
鵡
噸
あ
箏
門
鷹
や
漁
癬
し
の
梅

識門

ﾍ
、
を
の
謙
謄
果
鶴
｝
薪
…
瓢
あ
糠
…
に
も
掬
ら
ず
、
塔
踊
W
の
轟
ハ
購
u
に
紬
腕
一
か
議
購
窪
．

爲
に
蘇
溝
に
幾
多
の
騰
難
が
あ
っ
蹴
が
、
磯
表
増
齢
窟
慈
、
管
桑
に
遡
す
る

漂
い
二
二
と
漏
擦
に
よ
っ
て
、
乱
丁
瀧
灘
明
孜
び
数
吟
打
衣
擦
獣
方
の
拍

挙
を
調
遷
し
、
窺
ら
聡
叡
噺
試
み
ら
れ
併
せ
て
無
題
史
的
澗
雛
解
決
の
激

峻
撫
騨
陳
せ
ら
轟
翫
。

　
O
繕
心
力
の
場
と
そ
の
瑚
幽
　
　
　
　
　
黒
藻
温
麺
　
北
鳥
　
贈
幾
逸

　
か
つ
て
「
鎚
學
」
嬉
三
糠
～
に
礁
被
｛
衣
さ
れ
た
カ
ン
ト
晶
央
縄
響
の
鮎
似
心
に
轍
駒
れ

ゐ
縫
懲
力
の
欝
叢
に
爾
し
、
そ
の
窯
叢
を
π
醸
講
蝿
的
に
駕
期
し
つ
》
、

纏
総
総
蓮
の
作
爆
的
統
一
の
場
へ
の
灘
謝
と
し
て
．
震
地
力
の
欝
訟
と
の

漂
い
踊
聯
に
銚
鋒
徽
向
け
、
氏
鶴
ら
の
霊
場
を
醜
獲
に
讃
示
せ
ら
れ
丸
、

　
○
戯
翰
門
に
於
け
る
モ
ノ
買
重
ゲ
の
購
舶
察
　
　
　
　
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
血
畢
溝
火
中
　
小
畠
　
允
雄
氏

　
戯
曲
の
寧
質
論
に
闘
す
る
考
究
か
ら
、
デ
ィ
ア
質
ー
グ
の
他
に
、
・
〆
、
の

表
現
影
態
と
し
て
の
無
ノ
擬
ー
グ
の
冤
能
瀬
掛
墓
，
礎
づ
け
、
戯
曲
疲
撫
期

か
ら
悪
玉
し
た
薫
ノ
篇
ー
ゲ
形
磯
の
疑
史
的
事
忌
に
編
み
、
不
賞
に
嫉
隅

観
寄
れ
て
ゐ
番
近
代
劇
の
將
來
に
と
っ
て
賞
該
闘
題
の
碁
玉
響
の
必
要
を

喚
甦
＄
れ
、
堪
忍
な
例
隠
場
魏
示
し
な
が
ら
、
明
快
な
論
餓
を
行
は
轟

翫
。

第
四
…
鷺
i
十
一
燈
十
欝
（
庶
）

研
窺
畿
籔
欝
第
二
郵
（
午
魏
九
藤
）
　
於
東
寒
大
玉
購
騰
翻
懲
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
逼
禽
…
魯
揖
閲
鰍
曝
鮭
）

　
○
簸
徳
姦
曲
鐘
解
　
　
　
　
　
　
　
　
蜜
鷺
敦
灘
　
西
揖
　
秀
熱
鋤

　
撰
課
形
式
謎
的
窯
場
か
ら
の
讐
表
税
し
、
煎
に
鷲
躰
眺
的
立
場
か
ら
の
「
表

灘
六

了
し
が
蕪
蒸
の
塞
質
的
契
機
憾
あ
導
な
が
ら
、
な
紙
認
諾
の
蕊
衝
史
解
織

は
自
律
的
藻
徳
鍵
の
十
分
置
羅
庶
と
纏
認
め
ら
劇
ず
、
建
に
「
繋
繕
意

僻心

v
の
鞘
擶
陥
に
糧
本
的
解
購
ゆ
｝
蝋
ハ
へ
る
沖
）
と
回
か
要
講
さ
れ
る
。
氏
は
、
カ

ン
ト
．
　
シ
ユ
ラ
イ
瓢
ル
マ
ッ
ハ
ア
、
　
タ
ー
ン
、
　
ブ
f
竃
ダ
ラ
ア
の
美
甜
Ψ
に

漸
騰
的
燕
賀
を
澱
彙
つ
ふ
鰹
衝
眺
離
難
縦
の
核
心
を
究
鶴
．
し
、
併
せ
て
窺

舞
約
美
衛
史
め
震
り
労
に
賞
及
さ
れ
喪
。

　
○
文
襲
史
に
鴬
．
げ
る
作
晶
の
蘇
羅
　
　
　
蹴
京
大
罎
　
鋭
鷹
　
・
一
郎
糞

　
熱
量
史
に
お
け
鳥
作
贔
の
存
震
形
式
の
轟
轟
を
濃
く
考
究
せ
ん
と
す
る

薮
は
．
魂
悪
難
汲
の
霊
議
藝
術
に
題
す
る
譲
簿
蓮
分
析
諭
の
．
統
一
を
試

謬
、
更
に
輔
弛
の
劉
喜
哲
學
的
贋
融
に
も
算
．
を
か
撒
む
げ
ジ
〉
、
高
吹
な

る
蹴
の
露
盤
に
蔚
め
減
石
蕊
作
品
の
面
繋
な
位
澱
を
糖
細
に
識
熟
蟹
鑓
さ

れ
た
。

　
○
ツ
凱
ノ
や
サ
に
つ
い
て
　
　
　
　
槻
京
醸
難
歳
凝
　
久
富
　
　
賞
疑

　
ツ
皿
ノ
買
サ
盟
究
の
”
取
磁
の
離
簾
に
、
…
遡
る
ぺ
黛
も
の
多
し
と
は
い
へ

織
の
玉
本
寒
鰯
以
演
に
遇
す
ゐ
欝
究
は
、
後
聯
か
の
近
代
灘
本
護
繕
の
形

醗
に
翼
っ
て
カ
あ
ウ
た
ブ
瓢
ノ
鶏
サ
を
胃
紺
浮
彫
す
る
に
役
立
つ
で
あ
ら

う
と
の
賊
ハ
瞭
あ
る
焚
表
が
な
さ
れ
た
、

　
絹
奮
挨
拶
煎
び
に
購
演
は
鵬
翼
穴
敏
授
麓
顯
潔
鋲
が
、
襲
代
黍
徳
の
牲

稽
を
．
構
詳
美
衛
眺
臓
擬
の
系
譜
か
ら
明
快
に
諭
醗
審
轟
、
そ
の
趨
欝
を

頗
け
て
の
高
説
敵
頴
鶏
に
蕉
る
欝
究
畿
表
魯
の
緯
尾
嘉
噛
飾
る
K
癩
懸
し
い

も
の
で
あ
ゆ
流
心

公
蘭
識
灘
禽
（
繁
昌
更
學
愈
と
合
栂
）
（
華
後
　
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
謬
説
繕
物
織
大
纏
堂

　
○
あ
が
麟
鋳
壌
の
漁
去
野
風
蹴
　
　
跳
鼠
戴
畿
穴
繰
　
翻
転
　
獲
策
鋭



　
Q
舞
代
ツ
　
フ
ソ
ス
爽
講
　
　
　
　
　
耀
蹴
蘇
驚
火
防
壷
口
狽
　
叢
治
鏡

　
○
大
徳
毒
薫
蕎
羅
漢
縄
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　

繍
井
利
寳
郷
糞

　
○
フ
ラ
ン
ス
藝
術
映
叢
上
映
（
ゴ
ッ
ホ
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
ジ
ア
ン
等
）

第
露
貰
－
十
一
月
十
一
欝
（
難
）

　
霊
町
水
議
識
の
籏
蟻
で
宥
名
齎
欝
浦
堂
の
訟
訴
は
、
武
藏
聾
の
小
蓉
鷺

に
、
剛
鱒
の
好
趣
を
呼
ん
だ
。
馬
足
、
蓑
旋
、
二
野
、
牧
照
．
規
女
．
聯

魯
馨
々
、
　
藩
の
や
國
及
び
欝
碧
水
鵬
畿
の
由
水
名
筆
に
は
瞠
厩
す
篠
ば

か
り
。
強
勢
ざ
笛
皿
山
的
感
興
は
や
が
て
職
色
灘
欝
の
漕
會
贈
一
糊
癌
五

の
灘
韓
に
懸
ひ
、
名
魏
を
糟
し
み
つ
〉
、
郊
外
の
午
さ
が
り
、
刈
入
れ
の

す
ん
だ
黒
い
沃
土
を
し
っ
か
り
鰍
烈
み
し
め
な
が
ら
、
央
々
、
欄
に
廊
㎝
に
数

遍
し
て
い
ゆ
慨
。

　
　
大
阪
大
學
暫
學
茶
話
會

｛
、
　
昭
蝋
鞠
静
“
｛
ハ
猷
「
十
一
餐
舳
”
段
械

　
「
灘
禽
雛
の
方
獣
に
つ
い
て
』

　
、
圃
　
　
　
年
気
構
邦
八
欝

　
「
カ
ン
ト
の
糖
験
的
統
箆
に
つ
い
て
し

（
上
亭
）

霊
夢
期
拳
　
頼
媒
　
　
穣

阪
二
期
手
　
高
橋
　
昭
諜

欝號鼠次
㎝

　　1瞭愛

療懸
史學墨

　　的

　　聡
　　物

　議
　　（o

　　の

　　の
、　穴
　　め
　　に
　　1

奮

チ
轟

の
哲
墨
　．

武
りぢに

串

　餌
1膿
ナ葦農i

；　｛わ

’F問

㌻題

麟愈
騰15
星

健
人

金
子
．
榮
一

グ
ラ
…
プ
マ
ソ
と
ジ
ル
ソ
ソ
（
轟
環
黒
鄭
）

號鷺告

澱
多
野
麟
醐
醸
士
蝿
蝉
號

波
多
鯉
宗
敏
鴛
學
の
瓶
揚
：
：
：
：
・
：
…
捧
山

　
！
棄
驚
縞
「
満
藩
緊
噸
数
響
箪
』
第
減
幅
…
　
，

諺
螺
磁
喋
と
シ
ュ
．
フ
ィ
ー
…
…
－
濱
溝

3｝三

霞

輿
助

　
　
（
ゾ
ラ
ィ
思
想
に
於
け
る
紳
と
讐
腰
：
：
：
宥
賀
鐵
六
郷

鼓
夢
野
精
一
醇
漁
の
入
と
學
機
（
石
源
　
謙
・
撫
谷
省
習
。

　
　
　
　
　
循
谷
腔
治
・
鐵
中
譲
知
穴
鄭
・
松
麓
克
己
）
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難艦

惣
難
欝
健
　
第
期
胃
蹴
號
寄
贈
難
誌
論
文
矯
次

姦
淫
飢
鍛
譲
鐸
酵
瓶
出
離

　
欺
蜘
讐
み
κ
れ
鷺
漏
鋳
論
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